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語教育が始まって 20 年後の 1851 年には約 23％、60 年後の 1891 年には約 18％にまで減少した。































　1973 年、Gaelscoil というアイルランド語に特化した学校が開設された。Gaelscoil とは、直訳す
ると「ゲール（語）の学校」という意味である。現在は全国で、小学校が 172 校、中学校が 39 校あり、
これらの学校ではアイルランド語でのイマージョン教育が実施されており、小・中あわせておよそ
3 万 8 千人が学んでいるという。Gaelscoil は今日一定の成果をあげ、アイルランド社会において
高い評価を得るまでになっている。全生徒が高校へ進学する学校の割合が Gaelscoil では 22％なの
に対し、英語を第一言語とする学校では 7％にとどまっている５）。また“professional, managerial, 
or technical jobs” （専門職、管理職、技術職）に就業する者の割合も、アイルランド語話者では
42% であるのに対し、非話者は 27% にとどまり、大学以上の高等教育機関で学位を取得する者の
割合も、前者は 25%、後者は 14% となっている６）。アイルランド語教育に関しては、英国領北ア
イルランドとアイルランド共和国の双方が力を合わせて取り組みを行っており、北アイルランド
にも Gaelscoil がある。筆者が入手した、北アイルランドベルファスト市にある Gaelscoil の高校、







































学習時間は、平成 24 年度より、それまでの 105 時間から 140 時間に増えた。１週間の授業数が３
回から４回になったことを意味する。増えた分は何をするのかというと、学習指導要領によると「身
近な事柄について一層幅広いコミュニケーションを図ることができるようにするため」とあり、指









































































　7 年生（通常の中学 1 年生）：必修全 32 単位中、日本語で実施されるのは日本語（国語）・歴史・
体育・英語・理科・地理の 13 単位（全体の約 41％）。英語・理科・地理は英語でも教授され
ている。
　8 年生（通常の中学 2 年生）：必修全 33 単位中、日本語で実施されるのは日本語（国語）・歴史・
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数学・体育・英語・理科・地理の 18 単位（全体の約 55％）。英語・理科・地理は英語でも教
授されている。
　9 年生（通常の中学 3 年生）：必修全 33 単位中、日本語で実施されるのは日本語（国語）・政治学・






　10 年生（通常の高校 1 年生）：必修全 36 単位中、日本語で学ぶのは日本語（国語）5 単位のみ。
　　実に全体の約 86％が英語での授業となる。















































納入が必要である。他の３コースがいずれも月額 50,600 円であるのと比較すると、1 か月 3 万円、
1 年間では 36 万円の差がある。この、月 3 万円の差額は「バイリンガル維持費」という名目の費
用で、おそらくこのコースに必要な特別教材の準備や人件費などにあてられているものと推察され
る。私立の高校として、50,600 円という額はやや高額であるが、（なお、日本で東京大学への合格
























































語能力があると認められた場合、その子供の家庭は年間 260 ユーロ（およそ 34,000 円）の補助金






























































２）教育再生実行会議とは、2012 年 12 月に発足した第 2 次安倍内閣における教育提言を行う私的諮問機関であり、
15 名の有識者から構成され、座長は早稲田大学総長鎌田薫氏が務めている。
３） エ ラ ス ム ス 計 画（The European Community Action Scheme for the Mobility of University Students : 
ERASMUS）とは、ＥＵによる加盟国間の学生交流協力計画の一つである。1987 年開始の第一期事業に始まり、
2006 年までに第三期事業が実施された。その後は 2004 年〜 2008 年に「エラスムス・ワールド」という事業を
実施し、交流の対象をＥＵ以外の地域の学生にまで拡大した。






６）‘Language and Occupational Status: Linguistic Elitism in the Irish Labour Market,’  The Economic and 
Social Review, Vol.40, No.4, Winter, 2009, pp.435-460: 
 http://ideas.repec.org/a/eso/journl/v40y2009i4435-460.html 
７）白井恭弘『ことばの力学――応用言語学への招待』(2013　岩波書店 ) p.52
８）文部科学省ホームページ「中学校指導要領解説外国語編（平成 20 年 7 月）」










バカロレア試験の実施及び国際バカロレア資格の授与などを行っている。国際バカロレアには、3 歳〜 19 歳の
子どもの年齢に応じて 3 つのプログラムがある。
　(1) PYP (Primary Years Programme：初等教育プログラム ) 3 歳〜 12 歳
　(2) MYP (Middle Years Programme：中等教育プログラム ) 11 歳〜 16 歳












傾向にあり、2009 年 4 月に千葉県に開校した幕張インターナショナルスクールのようにインターナショナルス




14）ウェンドフェルト延子「国際バカロレアが取得できる高校の取り組み」（大修館「英語教育」2012 年 11 月号）
15）平成 25 年 5 月 28 日付「教育再生実行会議第三次提言概要」には次のようにある。
　「国は、小学校の英語学習の抜本的拡充（実施学年の早期化、指導時間増、教科化、専任教員配置等）や中学
























16）‘Status of the Irish language,’  http://en.wikipedia.org/wiki/Status_of_the_Irish_language




中心に」（2007 年　北海道教育大学紀要　第 57 巻第 2 号）
田中建彦　「アイルランド語の衰退とその復活政策の失敗」　（2002 年　長野県看護大学紀要）




Census 2011 Reports-CSO-Central Statistics Office   http://www.cso.ie/en/census/census2011reports/
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Two Examples of Immersion Program
─In Ireland and Japan─
Kaoru SATO
  Now we Japanese people are facing the globalization and we are requested to reform the education 
for children. To host the Summer Olympic Games in Tokyo in 2020, the Japanese government 
has decided to accelerate the globalizing education, especially English education. In these years, 
immersion program attracts considerable attention from parents. It is because a lot of students 
with such background have succeeded in acquiring two languages and being admitted to the top 
universities in Japan and other nations. In Ireland, on the other hand, “the immersion program”means 
the preservation of Irish language. Although their mother tongue now is English, their cultures and 
traditions are originated in the old Irish language. 
The purposes of this paper are to compare the immersion programs in Ireland and Japan, and to 
illustrate the current situations and problems in both examples.
Key words : Ireland, Japan, globalization, immersion program, language education, culture and 
tradition
